
 

 

［成果情報名］業務・加工利用向け水稲品種「やまだわら」多収栽培マニュアル 

［要約］業務・加工利用に適した水稲品種「やまだわら」の多収栽培についてわかりやすく

解説したマニュアルである。栽培技術に加えて、炊飯米の用途別適性などについても解説

しており、業務・加工用米の導入を検討している生産者や実需者が幅広く活用できる。 
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［分類］普及成果情報  
 
［背景・ねらい］ 

近年、「食の外部化」の進行にともなう中食・外食での米消費の拡大に応じて、これら

事業者向けの米（業務・加工用米）の需要が増加している。しかし、その需要に生産が追

いついておらず、業務・加工用米の生産拡大が求められている。業務・加工用米において

は、一定の品質を維持したうえで低価格であることが必要であり、これらを両立した品種

および栽培技術の確立が急務となっている。 

そこで、生産コスト低減に効果の高い多収性を有するとともに、主食用品種「日本晴」

並の米飯食味を有する「やまだわら」について、整粒歩合 60%（玄米等級 2 等）・精玄米

重 720kg/10a 以上を実現する多収栽培技術を確立し、その内容を「業務・加工利用向け水

稲品種「やまだわら」多収栽培マニュアル」として生産者などにわかりやすく提示する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．本マニュアル（図 1）は、西日本農業研究センター、次世代作物開発研究センター、

九州沖縄農業研究センターの試験場内および現地で実施した栽培試験などのデータにも

とづいて、業務・加工利用向け水稲品種「やまだわら」の多収栽培技術や生育の特徴を

取りまとめるとともに、生産された米の特性について解説したものである。 

２．栽培技術としては、「やまだわら」の能力を発揮させるための適切な施肥体系や栽植

密度などを掲載している。「やまだわら」の多収栽培においては、総窒素施肥量を

12kg/10a 程度とし、穂肥を一般主食用品種よりも早めの出穂 25 日前を目安に施用する

こと、減収や千粒重低下を避けるため、栽植密度を 15 株/m2（50 株/坪）以上とするこ

となどが重要となる。これらの技術を用いることにより、一般主食用品種よりも

120kg/10a 以上高い精玄米重を整粒歩合 60%以上の外観品質で達成でき（図 2）、岡山

県瀬戸内市で 2017 年に実施した現地試験では、全刈り収量 730kg/10a（整粒歩合

60.4%、サタケ穀粒判別器 RGQI10B で測定）が得られている（圃場面積 30a）。 

３．「やまだわら」は、穂肥前は葉色が淡い（図 3）が収量には問題とならない、登熟期

間が一般主食用品種よりも 10 日ほど長いなどの特徴を有しており、適切な栽培管理の

ためには、これらの特徴を把握しておくことが重要となる。 

４．米の特性に関しては、玄米や白米の品質・成分データに加えて、炊飯米の物性測定結

果にもとづく用途別適性（図 4）などを掲載しており、生産者や普及指導機関だけでな

く、流通・卸売業者や中食・外食事業者も本マニュアルを活用できる。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：業務・加工用米の導入に関心のある生産者、普及指導機関、流通・卸売業

者、中食・外食事業者。 

２．普及予定地域・普及予定面積等：関東・北陸以西の温暖地・暖地、平成 30 年度の普

及予定面積約 300ha、マニュアル発行部数 3,000 部。 

３．その他：マニュアル冊子体はＪＡ全農、普及センターなどに配布。また、マニュアル

は農研機構のホームページから入手できる。 



 

 

４．「やまだわら」はトリケトン系 4-HPPD 阻害型除草成分（ベンゾビシクロン、テフリ

ルトリオン、メソトリオン）に対する感受性が強いため、これらの成分を含む除草剤は

使用できない。 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 「業務・加工利用向け

水稲品種「やまだわら」多収

栽培マニュアル」表紙 

図 2 本技術を用いた「やまだわら」の 

収量と外観品質（西日本農研での試験、 

2014-16 年の平均値） 

図 3 「やまだわら」の葉色の特徴（西日本農研での試験、2016 年実施） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（小林英和、長田健二） 

 

［その他］ 

予算区分：交付金、委託プロ（業務・加工用） 

研究期間：2014～2017 年度 

研究担当者：小林英和、長田健二、荒井裕見子、鈴木啓太郎、小林伸哉、荻原均、田村克

徳、竹内善信 
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図 4 テンシプレッサーによる物性測定結果にもとづく用途別適性の評価 

（黄色の範囲がその用途における最良値） 


